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大阪歴史博物館	
 特集展示 

「中村順平と建築芸術教育」を開催します 
 

	
 大阪歴史博物館では、平成 27年 6月 3日（水）から 8月 3日（月）まで、8階特集展示

室において、特集展示「中村順平と建築芸術教育」を開催します。 

	
 大阪に生まれた建築家・中村順平（1887-1977）は、日本人として初めてパリのエコール・
デ・ボザール（国立高等美術学校）で学び、フランス政府公認建築士となりました。大正

13年（1924）に中村が留学を終えて帰国した頃から昭和初期にかけ、日本では建築教育に
おいて構造が重視される傾向にありました。しかし、帰国後に中村が教鞭をとった横浜高

等工業学校建築学科（現・横浜国立大学理工学部建築都市・環境系学科）では、彼がボザ

ールで受けた芸術面を重視した建築教育が実践されました。こうした中村の教育方針は、

日本近代の建築教育の中でも、建築の芸術性をとりわけ重視したものとして高く評価され

ています。本展示では、中村が留学中に作成した建築設計課題の図面、横浜高等工業学校

学校祭における建築科大行進に関連する中村の原画のほか、弟子たちが手がけた建築図画

作品などを展示し、近代日本の中でも異彩を放った中村順平の建築教育の様子を紹介しま

す。 
 

記 
 

１．名 	
  称 特集展示「中村順平と建築芸術教育」  
 
２．主 	
  催 大阪歴史博物館 
 
３．会	
   期 平成 27年 6月 3日（水）～8月 3日（月）	
  

※火曜日休館 
 
４．開館時間 午前 9時 30分～午後 5時  
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （ただし、入館は閉館の 30分前まで） 



 
５．会    場 大阪歴史博物館 8階 特集展示室（常設展示場内）  

〒540-0008 大阪市中央区大手前 4-1-32  
電話 06-6946-5728	
 ﾌｧｸｼﾐﾘ 06-6946-2662  
http://www.mus-his.city.osaka.jp/ 
（最寄駅）地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅②号・⑨号出口  

大阪市営バス「馬場町」バス停前 
 
６．観 覧 料 常設展示観覧料でご覧になれます。  

大人 600円（540円）、高校生・大学生 400円（360円） 
※（ ）内は 20名以上の団体割引料金 
※中学生以下・大阪市内在住の 65歳以上（要証明証提示）の方、 
障がい者手帳等をお持ちの方（介護者１名を含む）は無料  

 
７．展示資料数 約 30件 
 
８．主な展示資料 
（１）南国の別荘	
 中村順平画	
 	
 縦 62.3×横 47.5cm 

大正 11年（1922）	
 本館蔵（檜の会寄贈） 

 
	
 中村がエコール・デ・ボザール留学中に課題として提出した 12時間エスキス課題（設計
案の透視図等を作成する課題）「南国の別荘」の作品。対角線上に展開されたゆるぎない構

図は、短時間の設計とは思えない完成度の高さを示している。 



（２）高等電気学校立面図	
 中村順平画	
 	
 縦 44.3×横 108.7cm 
大正 11年（1922）	
 本館蔵（松本陽一氏寄贈） 

 

	
 中村がエコール・デ・ボザール留学中に手がけた設計競技作品「高等電気学校」の提出

図面の一枚で、２等１席を獲得した際のもの。細部まで丁寧に描き込まれ、陰影が施され

ている。 
 
（３）パリ市大学街日本館透視図	
 中村順平画	
 	
 縦 76.0×横 43.0cm 

大正 12年（1923）	
 本館蔵（檜の会寄贈） 

 

	
 中村が卒業制作として手がけたパリ市大学街日本館の設計図の一枚で、浮世絵を思わせ

る構図が美しい。この卒業制作により、中村はフランス政府公認建築士の資格を取得した。 



（４）衣裳スケッチ	
 中村順平画	
 	
 縦 29.7×横 45.8cm 
昭和 11年（1936）	
 本館蔵（檜の会寄贈）	
  

 
	
 中村が教鞭をとった横浜高等工業学校建築学科では、ボザールでの芸術祭にならい、学

校祭で建築科大行進を実施した。この大行進での学生の衣裳や山車のデザインも、中村が

手がけた。本品は第 8回建築科大行進「藝術之歓喜」の際の衣装スケッチの一枚。 
 
（５）軍馬の供養塚	
 蒲生久敏画	
 	
 縦 73.2×横 55.0cm 

昭和 8年（1933）	
 本館蔵（松本陽一氏寄贈） 

 
	
 横浜高等工業学校における中村順平の教え子・蒲生久敏が、16 時間エスキス課題で描い
た作品。課題は 20 点満点で採点され、本作は最高点に近い 18 点が付けられ、中村の建築
教育の到達点を示す作品のひとつといえる。 



 
９．関連事業  

学芸員による展示解説 
 日	
 時：平成 27年 6月 13日（土）、6月 21日（日）、7月 11日（土）、7月 19日（日）

いずれも、午後 2時より 45分程度 
担	
 当：酒井一光（当館学芸員） 
会	
 場：大阪歴史博物館	
 8階	
 特集展示室内 
参加費：無料（ただし、入場には常設展示観覧券が必要です） 
参加方法：当日、直接会場へお越しください。 
 

10．取材について   
取材をご希望の場合は、事前に下記担当までご連絡ください。 

（連絡先）大阪歴史博物館	
 企画広報課	
 酒井一光 
電話番号 06-6946-5728	
 ﾌｧｸｼﾐﾘ 06-6946-2662 

 


